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神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

水理学Ⅲ (Hydraulics III)

都市工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義では，これまで学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学通じて水理現象の解明に必要な基礎学じて水理現象の解明に必要な基礎学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解明に必要な基礎学に必要な基礎学必要な基礎学な基礎学基礎学
力を養うことを目的とする．を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学養うことを目的とする．うことを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学目的とする．とする．

【A4-S2】静水力を養うことを目的とする．学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理に必要な基礎学ついて理解できる．
静水力を養うことを目的とする．学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理に必要な基礎学ついて理解できているかどうか，中間試験及びレポートでびレポートでレポートでで
評価する．する．

【A4-S2】管路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて解析理論が理解できる．が理解できる．理解できる．
管路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて解析理論が理解できる．が理解できる．理解できているかどうか，中間試験及びレポートでびレポートでレポ
ートでで評価する．する．

【A4-S2】開水路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて分類や解析理論が理解できる．や解析理論が理解できる．解析理論が理解できる．が理解できる．理解できる．
開水路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて分類や解析理論が理解できる．や解析理論が理解できる．解析理論が理解できる．に必要な基礎学ついて理解できているかどうか，定
期試験及びレポートでびレポートでレポートでで評価する．する．

【A4-S2】不等流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水面形についてその特徴について説明し，推算できる．に必要な基礎学ついてその知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学特徴について説明し，推算できる．に必要な基礎学ついて説明に必要な基礎学し，推算できる．できる． 不等流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水面形についてその特徴について説明し，推算できる．に必要な基礎学ついてその知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学特徴について説明し，推算できる．に必要な基礎学ついて説明に必要な基礎学し，推算できる．できるかどうか，定期
試験及びレポートでびレポートでレポートでで評価する．する．

【A4-S2】水理学に必要な基礎学おける各定理を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学いて水路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．量測定が理解できる．出来ることにることに必要な基礎学
ついて説明に必要な基礎学できる．

水理学に必要な基礎学おける各定理を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学いて水路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．量測定が理解できる．出来ることにるかどうか，定期試験
及びレポートでびレポートでレポートでで評価する．する．

【A4-S2】これまでの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理学で習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学った水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学単元を総復習し，単元間のつながりをを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学総復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，単元を総復習し，単元間のつながりを間の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学つな基礎学が理解できる．りを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学
確認することで，実用水理学に対する理解を深める．することで，実用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理学に必要な基礎学対する理解を深める．する理解を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学深める．める．

これまでの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理学で習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学った水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学単元を総復習し，単元間のつながりをを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学理解できているかどうか中間試験，定期試
験及びレポートでびレポートでレポートでで評価する．する．

成績は，試験は，試験70%　レポートで30%　として評価する．する．100点満点として60点以上を合格とする．試験は中間・定期試験を平を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学合格とする．試験は中間・定期試験を平とする．試験は中間・定期試験を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学平
均したものを用いるした水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学もの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学いる

「PEL水理学」：神田佳一・編著（実教出版）神田佳一・編著（実教出版）
配付プリントプリントで

「水理学I，II」：神田佳一・編著（実教出版）大西外明に必要な基礎学（森北出版）
「応用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．体力を養うことを目的とする．学」：神田佳一・編著（実教出版）室田明に必要な基礎学（共立出版）
「明に必要な基礎学解水理学」：神田佳一・編著（実教出版）日野幹雄（丸善出版）

数学系科目，物理系科目，水理学I，水理学II，河川工学，海岸工学

履修上のの評価方法と基準
注意事項

履修済みの数学系科目，物理系科目，水理学みの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学数学系科目，物理系科目，水理学I，水理学IIの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学するた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学めに必要な基礎学それらを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学十分に必要な基礎学理解しておくこと



授業の計画（水理学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 概説

2 水の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学物性について復習し，これに関する演習問題を解く．に必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

3 静水力を養うことを目的とする．学（静水圧）に必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

4 前週に引き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．に必要な基礎学引き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．き，静水力を養うことを目的とする．学（浮体）に必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

5 流れについて解析理論が理解できる．れの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学基礎理論が理解できる．に必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

6 前週に引き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．に必要な基礎学引き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．き続き，静水力学（浮体）について復習し，これに関する演習問題を解く．き，流れについて解析理論が理解できる．れの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学基礎理論が理解できる．に必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

7 管路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

8 中間試験 ここまで習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学った水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学範囲についての試験を行う．に必要な基礎学ついての知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学試験を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学行う．う．

9 中間試験を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学返却し，解説する．開水路の流れについて復習し，これに関する演習問題を解く．し，解説する．開水路の流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

10 開水路の流れについて解析理論が理解できる．（複断面河川）の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学流れについて解析理論が理解できる．れに必要な基礎学ついて復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，これに必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

11 不等流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水面形についてその特徴について説明し，推算できる．（せき上を合格とする．試験は中間・定期試験を平げ背水）に関する演習問題を解く．背水）に必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

12 不等流れについて解析理論が理解できる．の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水面形についてその特徴について説明し，推算できる．（低下背水）に必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

13 流れについて解析理論が理解できる．速計測に必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

14 流れについて解析理論が理解できる．量測定に必要な基礎学関する演習問題を解く．する演習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学解く．

15 総まとめ これまでの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学授業内容を振り返り，学習の総まとめを実施する．を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学振り返り，学習の総まとめを実施する．り返り，学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学総まとめを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学実施する．する．
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これまでに必要な基礎学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学った水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学水理学IおよびレポートでIIの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学単元を総復習し，単元間のつながりをを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学振り返り，学習の総まとめを実施する．り返るとともに必要な基礎学，今後の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学授業計画と学習内容について概説する．と学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学内容を振り返り，学習の総まとめを実施する．に必要な基礎学ついて概説する．

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（1）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（2）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（3）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（4）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（5）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（6）

中間試験の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学返却し，解説する．開水路の流れについて復習し，これに関する演習問題を解く．と解説・水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（7）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学（8）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学応用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学事例（1）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学応用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学事例（2）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学応用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学事例（3）

水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学応用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学事例（4）

備など）
考

後期中間試験およびレポートで後期定期試験を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学実施する．する．
本科目の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学修得には，に必要な基礎学は，30 時間の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学授業の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学受講と 60 時間の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学事前・事後の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学自己学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学が理解できる．必要な基礎学である．事前学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学では，次回の授業範囲について教科書に目を通しておき，理解できないとの知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学授業範囲についての試験を行う．に必要な基礎学ついて教科書に目を通しておき，理解できないとに必要な基礎学目を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学通じて水理現象の解明に必要な基礎学しておき，理解できな基礎学いと
ころを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学整理しておくこと．事後学習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学では，配付プリントプリントでや解析理論が理解できる．ノートでを活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学中心に復習し，理解の定着を図るとともに課題が出された場合には期日までに取り組み提出すること．に必要な基礎学復習してきた水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学し，理解の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学定着を図るとともに課題が出された場合には期日までに取り組み提出すること．を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学図るとともに課題が出された場合には期日までに取り組み提出すること．るとともに必要な基礎学課題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学が理解できる．出された水理学の知識を活用して，基本問題の演習を通じて水理現象の解明に必要な基礎学場合に必要な基礎学は期日までに必要な基礎学取り組み提出すること．り組み提出すること．み提出すること．
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